
　英国を拠点に、パリ・オペラ座など世界の名門カンパ
ニーから委嘱を受け続ける振付家ホフェッシュ・シェク
ター。身体の内側から湧き起こる本能的でリズミカルな動
きと、うねりを起こすかのようなダイナミックな群舞で、独
自の作風を築いてきました。『Theatre of Dreams』
は、12人のダンサーと3人のミュージシャンが、原始的で
リズミカルな群舞から、クラブで踊る若者たちを思わせる
享楽的なダンスまで、多彩な場面が次々と展開します。短
い動画を連続して見るように、張り詰めた緊張が一転して
ユーモラスな光景へと変わり、高揚、不穏さ、孤独、熱狂と
いった異なる感覚が目まぐるしく交錯します。
　本作は2024年の初演以来、パリやロンドンを
はじめ各地で高い評価を獲得し、25年にはイギリ
ス演劇界で最も権威ある賞と言われる「ローレン
ス・オリヴィエ賞」のベスト・ニュー・ダンス・プロダ
クションにノミネートされました。振付と音楽を自ら
手掛けるシェクターの“体感型サウンド”は、身体
の動きと緊密に呼応しながら、群舞のうねりや場

ホフェッシュ・シェクターは2010年に初
来日。2019年には『ポリティカル・マ
ザー ザ・コレオグラファーズ・カット』を
上演し、大きな話題となりました。今年、
話題作とともに、7年ぶりにシェクター
が再び日本へ帰ってくるにあたり、『ポリ
ティカル・マザー ザ・コレオグラファー
ズ・カット』で主演した上田竜也が、公
演アンバサダーを務めます。 

面の緊張を増幅させます。振付と音楽が一体となって
つくり出す濃密な世界観が、観客を次第に作品の内部
へと引きずり込んでいきます。
　愛知県芸術劇場が世界の最前線を紹介してきた流れの
中で、約7年ぶりの来日となる本公演は、東海圏の舞台
芸術ファンにとって見逃せない節目です。身体と音楽が
共鳴し、夢の深層へと誘う90分。夢の断片が立ち上が
り、消え、また現れる揺らぎの中で、出演者と一緒に夢の
劇場（Theatre of Dreams）を体感してください。

愛 知 県 芸 術 劇 場

2026年10月16日（金）・17日（土）
ホフェッシュ・シェクター・カンパニー 『Theatre of Dreams』
場所／愛知県芸術劇場大ホール
時間／16日（金）13：30～、17日（土）15：00～ 
料金／16日（金）SS席 8,000円、S席 7,000円、A席 5,000円【A席U25】3,000円、
　　　　　　　     B席 3,000円【B席U25】2,000円
　　　17日（土）SS席 9,000円、S席 8,000円【S席U25】4,000円、A席 6,000円【A席U25】3,000円、
　　　　　　　     B席 4,000円【B席U25】2,000円
チケット／発売中
※16日（金）公演は、1階席・2階席に学校団体の鑑賞が予定されています。
※【U25】は公演日に25歳以下対象（要証明書）。
※4歳以下入場不可（13歳以上推奨）。
※演出により舞台の一部が見えにくい場合があります。
※「劇場と子ども7万人プロジェクト」（小・中・高校生招待）対象公演。

コメント&上海公演視察の
詳細はこちら！

パリ・オペラ座など世界中から

作品を委嘱されるアーティストの代表作

ビゲロー、

日本美術を陰で支えたコレクター

愛 知 県 美 術 館

重要文化財 狩野芳崖《悲母観音》 
明治21（1888）年
東京藝術大学大学美術館蔵 ［12/1-13展示］

2026年10月30日（金）～12月13日（日）
没後100年記念 
ビゲロー　幻のコレクションと近代日本画の夜明け
̶日本美術に魅せられたボストン人̶
場所／愛知県美術館
時間／10：00～17：00 ※金曜～20：00（入場は閉館の30分前まで）
休館日／11月2日（月）、11月16日（月）、11月30日（月）、12月7日（月） 
料金／一般1,900円（1,700円）、大学生1,000円（800円）、
　　　高校生800円（600円）、中学生以下無料

常設のミュージアムショップでは、愛知県美術館の所蔵作品
のポストカードも販売しています。同時開催の「コレクション
展」で展示されている作品もあり。ぜひお立ち寄りください。

※（　）内は通常前売券および
　20名以上の団体料金です。
※会期中、一部展示替えをします。
前期 10月30日（金）～11月15日（日）
後期 11月17日（火）～12月13日（日）

愛知県美術館 学芸員　岩間美佳
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ホフェッシュ・シェクター・カンパニー

　本展は、明治の日本画の支援者であり、ボストン美術館の日本美術コレクションの礎を築いた大コレ
クターとして知られるウィリアム・ビゲロー（1850-1926）の没後100年を記念して開催するもので
す。一度はアメリカに渡り、昭和初期に日本に戻った肉筆浮世絵を中心とするビゲロー旧蔵の美術作品

や、ビゲローが支援した狩野芳崖、橋本雅邦ら鑑画会周辺で活躍した画家たち
による日本画を展示します。こうした作品とともに、仏教に帰依したビゲローが終生

の拠りどころとした園城寺法明院（滋賀県大津市）に残る遺愛の品々をご紹介します。
旧ビゲロー・コレクションで現在愛知県美術館が所蔵する橋本雅邦《秋景山水図》を含むゆ
かりの美術作品・資料を通して、ビゲローの日本美術への愛情と貢献について振り返ります。

上田竜也が

本公演アンバサダーに

就任！

詳細は劇場
WEBページで！

詳細は美術館
WEBページで！
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ビゲロー展の来場記念や

名古屋のお土産に！



　本作は愛知県芸術劇場の「劇場ワンダーランド」にて上演
された。Null（岡田玲奈・黒田勇）は、2025年から同劇場が
推進するアーティスト支援プロジェクト「Constellation～
世界をつなげる愛知県芸術劇場ダンスプロジェクト」に参加
しており、本作はその成果としても特筆すべき作品であった。
　タイトルの「limbo」には「宙ぶらりんの状態」といった意
味がある。当日パンフレットには、他者との距離感に葛藤し、
「誰か」と「自分」のあいだで揺れ動く心理が綴られていた。
　冒頭で床一面に直径1メートルほどの光円が規則的に
並ぶ。元NDT（ネザーランド・ダンス・シアター）の照明チー
フ・久松夕香によるもので、ゆっくりと明滅している。
　そこへ一面だけ板が張られた立方体の金属フレームを
抱えた3人が登場する。このフレームは、物理的に他者と
の間に「距離」を作り出してしまうが、客演の仙石孝太朗
を含め、いずれも高い身体能力を持つダンサーたちは孤
独で親しみのある関係性を展開していった。
　しかし中盤以降フレームは舞台上から消え、直接的に
触れ合うダンスが続いていく。倒れそうなダンサーを他
の二人が支え、ときにいっしょに転がるなど、徐々に関係
性が深まっていく様は胸を打つ。豊かな発想による動き
と濃密な関係性が、終始観客を引き込んでいった。
　終盤、再び冒頭の光円が床一面に現れる。その後、光円は数
を減らすが、ダンサーたちが跳躍した先へと次々に増殖してい
く。世界が開かれていくのだ。そしてラスト、舞台前面から仙石
が客席に向かって力強く跳躍した瞬間、暗転し終幕となった。
　本作の創作プロセスには、愛知県芸術劇場で3回、
Dance Base Yokohama（ともに唐津絵理芸術監督）

乗越たかおさん Takao Norikoshi
舞踊評論家。『実例解説！コンテンポラリー・ダンス入門』
（新書館）など著書多数。現在は国内外の劇場・財団・フェス
ティバルのアドバイザー、審査員、講座など活躍の場は広い。

© HATORI Naoshi

劇場ワンダーランド　Null 新作公演 『WITH LiMBO』
2026年5月2日（土）・3日（日・祝）
場所／愛知県芸術劇場小ホール
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で1回という異例の多さのレジデンスと、ワーク・イン・プロ
グレスを重ねてきたことが大きい。その結果、本作はもは
や一種の貫禄を帯びるほどの熟成を見せている。
　時間をかけて作品を練り上げる機会が現在の日本には
極めて少ないが、本プロジェクトにおける彼らの成長は、そ
の重要性を物語っていよう。地域と劇場、そしてアーティスト
が共に歩みながら生み出した、幸福で大きな成果といえる。
　本作は9月にスロバキア公演を控えている。愛知から世界
へと飛躍する姿が、今から楽しみである。

歌川国芳展─奇才絵師の魔力
2026年4月24日（金）～6月21日（日）
場所／愛知県美術館
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お 知 ら せ

移動美術館の
詳細はこちら！

愛知県美術館と愛知県陶磁美術館は、より多くの県民のみなさまにコレクションをご覧いただく
ため、県内各地に作品を運んで展示する「移動美術館」を毎年開催しています。豊川市で実施す
る今回は、「花の時間：ちいさきうつくしきもの」をテーマに、モーリス・ドニや熊谷守一の絵画や、
ロイヤル・コペンハーゲンや八木一夫の陶磁器を中心に約60点を展示。会期中には記念講演会
やギャラリートークも行います。ぜひ会場へお出かけください。

10月から豊川市桜ヶ丘ミュージアムで開催！

愛知県美術館 愛知県陶磁美術館 移動美術館
「愛知芸文」でもっとアートを楽しもう

心を揺さぶり、思考が巡る、

その場でしか味わうことのできないもの。

丁寧な言葉で残されたレビューを読み深めて楽しみたい。

津田卓子さん
名古屋市博物館 学芸課課長補佐。最近
の企画展に「もしも猫展」（2022年）など。

Takako Tsuda 

アートライブラリーは一時休館中です。再開館の時期
や再開館後の利用方法等は決まり次第お知らせいた
します。ご利用のみなさまにはご不便をおかけいたし
ますが、何卒ご理解のほどお願いいたします。

アート専門の図書館

（愛知芸術文化センター1F）

ⓒ 愛知県芸術劇場2026　 ※本誌記事・写真・レイアウトの転載を禁じます。　※本誌に掲載している価格は、原則的に消費税込みの価格です。
　　　　　　　　　　　　  ※掲載内容は2026年8月18日（火）現在のものです。展覧会・公演の内容を変更、または開催を中止する場合があります。

052-955-5506　e-mail／mkt@aaf.or.jp（企画制作部） 2026年9月1日号   Vol.129　発行・お問合せ／愛知県芸術劇場（公益財団法人 愛知県文化振興事業団）
デザイン／神谷直広、髙木若菜（株式会社Rand）　編集／村瀬実希（MAISONETTE Inc.）　印刷／長苗印刷
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シェクターが過去に目指していた職業は？

Q

世界的振付家・音楽家のホフェッシュ・シェクター
愛知初公演にちなんだクイズを出題！

答えはページの右側

1

映画監督

2
ロック

ミュージシャン

3
照明

デザイナー

4

俳優

ダンス、コンサート、演劇が融合したような
独自の空間を創り出す『Theatre of Dreams』の公演は

10月16日（金）・17（土）に開催。

詳細は劇場
WEBページで！

手掛けたブロードウェイ・ミュージカル
『屋根の上のヴァイオリン弾き』
はトニー賞（2016）にノミネート。

2 クイズの答え　　ロックミュージシャン   特にドラムを本格的に学び、ドラマーを目指していた。

　歌川国芳の人気がすさまじい。
　ここのところ毎年、日本のどこかで彼に関連した浮世絵
展が開催されている。
　そうしたなか、本展は際立つ存在といえる。すべてが個
人蔵であること、展示点数が400件にのぼること、初期作
から晩年作まで網羅し、錦絵（多色摺版画）のみならず、多
数の肉筆画、版木や書簡まで出品され、新発見の作が含
まれていることがあげられる。
　しかし本展を特徴づけるのは、なにより作品コンディショ
ンの素晴らしさにある。展示の大部分を占める錦絵は、江
戸時代の大衆メディアにあたるため、もともと1点物では
ない。当然、複数存在するわけだが、それに比しても、いま
摺ってきたばかりのような鮮やかさに衝撃を覚えた。
　たとえば団扇絵でいえば、元来、その名のとおり骨に
貼って団扇として使用する、いわば消耗品だが、本展に
出品されているものの多くは未使用品（おそらく商品見
本）である。女性のはっとするような目元の艶やかさ、髪の
毛のほつれが生み出す揺らぎ、口元のちょっとした表情、
大胆な色彩配置…。良好な摺であるゆえに、細部に宿る
国芳の筆力が浮かび上がり、作品の印象すら違ってみえる
よう。さらには空や水辺に繊細なグラデーションの重なりが
表現された風景画においては、そのあわいにしばし揺蕩う
感覚を得るのであった。
　展示構成は王道をゆく。「役者絵」「武者絵・説話」「風
景」「風俗・情報・資料」「摺物と動物画」「美人画」「肉筆」
「戯画」と、主題別に区分された８章から成る。「武者絵・説
話」より先に「役者絵」が置かれるなど、他会場と章の順序

が異なるのは、展示空間の制約によるものか。そのうえで、
最後を「戯画」で締めくくったのは、ここ近年の国芳に期待
されるイメージ、「奇想」「ユーモア」「可愛らしさ」を踏まえ
た判断であろう。会場に設けられたフォトスポットも会場の
雰囲気を軽やかに演出する。
　実際、展示室内では作品を前に、楽しげに語り合う観覧
者の姿があちらこちらで見られた。国芳らしい、遊びごころ
が随所にみられる作品を、最高の摺によって堪能することの
できる、世界一の国芳コレクションによる展覧会であった。

すり

す

たゆた

ホフェッシュ・シェクター
© David Rose

公演＆展覧会レポートから、
劇場自主事業ラインナップ、
ミュージアムショップまで、
80以上のコンテンツ満載。

aactime.aichi.jp

愛知県芸術劇場、
愛知県美術館など、

館内の最新情報を発信中。
@aichigeibunaactime

Instagram

愛知県芸術劇場
唐津絵理芸術監督のダンス編と、
専門スタッフの音楽編。
愛知芸術文化センターの

アートがもっと
好きになるラジオ

一
時
休
館
中
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愛知県芸術劇場オルガニスト養成事業
集まれ、未来のオルガニスト
2026上半期コース 修了試演会
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「
見
る
場
所
」か
ら

「
記
憶
の
器
」へ 

「集まれ、未来のオルガニスト」と銘打って取り組んでいる愛知県芸術劇場オルガニ
スト養成事業。これまでに延べ100名以上が受講してきました。受講生は、月に1
回、国内最大級を誇る、あのパイプオルガンを使って当劇場オルガニストから直に
指導を受けています。大学生など、この春始めた人から継続している人までさまざま
な受講生たち。修了試演会では、そんな彼らがそれぞれの成果を披露します。フレッ
シュな奏者たちの演奏にどうぞご期待ください。

愛知県芸術劇場 企画制作部プロデューサー
関本淑乃

場所／愛知県芸術劇場コンサートホール
時間／19：00～

2026年9月28日（月）

当劇場スタッフが舞台芸術の世界をナビゲート。舞台裏のあんな話やこんな話も！？

入
澤（
以
下
、入
）　

大
学
で
陶
芸
の
道
に

入
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
何
で
し
た
か
。

秋
山
陽（
以
下
、秋
）「
美
術
に
関
わ
る
何

か
を
や
り
た
い
」と
、美
術
大
学
を
志
し
た

わ
け
で
す
け
ど
、具
体
的
に
何
が
し
た
い

か
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。大
学
も
学
費
や

受
験
倍
率
な
ど
の
現
実
的
な
理
由
で
選

び
、平
面
よ
り
立
体
か
な
、と
い
う
程
度
で

し
た
。陶
磁
器
専
攻
に
は
八
木
一
夫
先

生
、藤
平
伸
先
生
な
ど
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
、ク
ラ
フ
ト
も
あ
れ
ば
、オ
ブ
ジ
ェ
的
な

作
品
も
あ
る
。彫
刻
専
攻
に
は
辻
晉
堂
先

生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。先
輩
の
中
に

は
、金
属
の
メ
ッ
シ
ュ
で
成
形
し
て
土
を
塗

り
込
み
、さ
ま
ざ
ま
な
温
度
帯
で
焼
成
す
る

と
い
う
制
作
を
さ
れ
て
い
た
吉
武
賢
さ
ん

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。当
時
と
し
て
は

と
て
も
新
し
い
表
現
で
し
た
。1
9
7
0
年

代
前
半
の
大
学
で
幅
広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
や

さ
ま
ざ
ま
な
素
材
に
よ
る
表
現
に
触
れ
、

偶
然
に
近
い
か
た
ち
で

紆
余
曲
折
の
や
き
も
の
づ
く
り

始
ま
っ
た

偶
然
に
近
い
か
た
ち
で

始
ま
っ
た

紆
余
曲
折
の
や
き
も
の
づ
く
り

物
質
の
現
象
×
人
為
的
な
痕
跡

土
と
時
間
を
か
た
ち
に

1953年山口県生まれ。78年京都市立芸術大
学陶磁器専攻科修了。初期より黒陶を用いた
作品で、現代陶芸を牽引する。現在は、焼成に
よって現れた動的な土の質感を引き出しつつ、
本焼きの後に鉄粉を施して錆びさせる手法で作
品を制作。一貫して、自然と人工、生成と崩壊、
内部と外部といった関係性を意識し、土と自ら
の創意との融合を試みている。2018年まで京
都市立芸術大学で教鞭を執って後進を指導。

秋山陽 AKIYAMA Yo

聞
き
手
／
愛
知
県
美
術
館 
企
画
普
及
課
長　

副
田
一
穂
、

　
　
　
　

愛
知
県
陶
磁
美
術
館 
学
芸
員　

入
澤
聖
明

撮
影
／
千
葉
亜
津
子

（写真左から）《Pho Ⅱ》1990年 愛知県美術館蔵、《準平源921》1992年 愛知県陶磁美術館蔵

「
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
り
そ
う
だ
な
」と
思
っ

て
陶
芸
を
選
び
ま
し
た
。

入　

器
で
は
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
表
現
が
で
き
る

も
の
と
し
て
の
陶
芸
な
の
で
す
ね
。

秋　

私
に
は
、器
に
関
心
を
持
つ
経
験
は
特
に

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。陶
芸
の
基
礎
的
な
技
法
の

訓
練
も
、「
や
る
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、ろ
く
ろ
だ
け
は
面
白
か
っ

た
で
す
ね
。一
つ
の
対
象
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
眺
め
る
た
め
に
歩
き
回
る
の
で
は
な
く
、ろ
く

ろ
は
自
分
の
位
置
は
一
定
で
、相
手
が
回
転
し

て
い
く
。そ
の
後
の
制
作
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
く

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、回
転
す
る
存
在
に
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、ろ
く
ろ
の
経
験

か
ら
端
を
発
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

副
田（
以
下
、副
）　

大
学
卒
業
後
、広
島
の
知

的
障
が
い
児
施
設
で
働
き
、子
ど
も
た
ち
の
土
の

扱
い
方
に
も
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
ら
れ
た

そ
う
で
す
ね
。

秋　

就
職
の
経
緯
は
、八
木
一
夫
先
生
が
若
い

頃
に
そ
の
よ
う
な
施
設
で
指
導
さ
れ
て
い
た
と

い
う
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、大
学
と
は
違
う
世
界

を
見
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

足
元
に
ず
っ
と
広
が
っ
て
い
る
も
の
に
関
わ
る
こ

と
な
ん
だ
な
、と
自
然
に
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
ん
で
す
よ
ね
。一
方
で
、「
や
き
も
の
っ
て
何

だ
ろ
う
」と
。土
に
人
為
的
に
手
を
加
え
、焼
い
て

化
学
的
に
変
化
さ
せ
る
。そ
れ
を
便
宜
的
な
保

存
の
た
め
と
い
う
受
け
入
れ
方
で
は
な
く
、ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
ま
で
に
は
、す
ご
く
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
。今
思
う
の
は
、地
球
上
で
は
土

が
岩
に
な
り
、岩
が
ま
た
土
に
な
る
と
い
う
こ

と
が
、ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
進
行
し
て
い

ま
す
よ
ね
。人
為
的
に
時
間
を
圧
縮
す
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、そ
れ
が
土
を
や
き
も

の
に
す
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
、徐
々
に
思
う
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

副　
ひ
び
割
れ
た
パ
ー
ツ
も
、《
準
平
源
9
2
1
》

は
球
体
に
沿
っ
た
よ
う
な
カ
ー
ブ
を
描
き
、

《
P
h
o 

Ⅱ
》は
外
側
に
反
っ
て
い
て
、表
情
が

違
い
ま
す
ね
。そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
発
想
か
ら
制
作

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

秋　
《
準
平
源
9
2
1
》は
、円
す
い
の
立
体
物

を
作
っ
て
、そ
の
表
面
を
バ
ー
ナ
ー
で
炙
り
、あ
る

部
分
を
切
り
開
い
て
い
ま
す
。み
か
ん
の
皮
を

む
く
発
想
と
同
様
で
す
ね
。亀
裂
の
入
っ
た
面
を

型
に
沿
う
よ
う
に
配
置
し
、そ
の
内
側
を
補
強

し
ま
し
た
。 《
P
h
o 

Ⅱ
》は
、立
体
物
に
つ
き

も
の
の
作
品
の
底
面
と
床
な
ど
と
の
関
係
を

検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、ワ
イ
ヤ
ー
で
吊
る

し
て
い
ま
す
。 

民
俗
学
の
本
に
よ
る
と
、ブ
ー
タ

ン
で
は
家
を
新
築
す
る
と
き
に
軒
先
に
ペ
ニ
ス
型

の
木
製
品
を
吊
り
下
げ
、そ
れ
を
上
下
さ
せ
る

慣
わ
し
が
あ
る
そ
う
で
す
。天
と
地
を
意
識
し
て

往
還
す
る
も
の
と
し
て
、実
際
に
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
と
て
も
面
白
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。天
へ
の

力
と
、重
力
に
よ
っ
て
地
球
へ
引
か
れ
る
力
。そ
の

両
者
を
一
つ
の
か
た
ち
の
中
に
表
せ
な
い
だ
ろ
う

か
と
考
え
ま
し
た
。ワ
イ
ヤ
ー
で
吊
る
す
展
示

効
果
を
超
え
て
、は
る
か
に
大
き
な
テ
ー
マ
に
つ

な
が
る
作
品
に
な
り
ま
し
た
。 

ど
の
よ
う
に
見
え

る
か
は
、い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

副　

施
設
で
の
経
験
を
経
て
、ご
自
身
の
制
作
は

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

秋　

例
え
ば
、子
ど
も
は
き
れ
い
な
土
の
お
団
子

が
で
き
て
喜
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、自
分
は
そ

れ
で
は
満
足
で
き
な
い
。「
土
に
何
ら
か
の
か
た
ち

を
与
え
る
こ
と
の
切
実
な
根
拠
と
は
何
だ
ろ
う
」と

途
方
に
暮
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。そ
の
と
き
に
、

た
ま
た
ま
み
か
ん
を
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。ゴ
ロ
ン

と
し
た
重
さ
や
湿
気
を
感
じ
て
、「
み
か
ん
み
た
い

に
粘
土
の
皮
を
む
け
な
い
だ
ろ
う
か
」と
思
い
、実

際
に
や
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。む
け
る
状
態

に
す
る
た
め
に
バ
ー
ナ
ー
の
炎
を
当
て
て
み
る
と
、

表
面
が
硬
く
な
る
と
同
時
に
収
縮
し
て
亀
裂
が
現

れ
る
わ
け
で
す
。そ
れ
が
人
が
描
く
線
と
は
違
う
、

不
思
議
で
神
秘
的
な
も
の
に
見
え
ま
し
た
。そ
れ
ま

で
た
だ
の
粘
土
だ
っ
た
も
の
が
、初
め
て
性
格
と
い

う
か
、魅
力
を
持
つ
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。度

合
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、素
材
そ
の
も
の
が
発
し

て
く
る
も
の
と
、自
分
の
中
の
意
識
み
た
い
な
と
こ

ろ
が
交
わ
り
、溶
け
合
い
、あ
る
い
は
対
立
す
る
。そ

の
両
方
が
見
え
る
よ
う
な
か
た
ち
に
し
た
い
と
い
う

思
い
は
、今
で
も
ず
っ
と
自
分
の
中
に
あ
り
ま
す
。

入　

身
体
の
ス
ケ
ー
ル
よ
り
も
っ
と
大
き
な
作
品

か
ら
、広
い
意
味
で
の「
土
に
関
わ
る
」と
い
う
こ
と

を
感
じ
ま
す
。

秋　

大
学
で
は
、先
生
も
先
輩
も「
粘
土
」で
は
な

く
、「
土
」と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
新
鮮
に
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。土
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、自
分
の

アートプロデューサー、キュレーター、
東京藝術大学大学院准教授

相馬千秋 Chiaki Soma

あいちトリエンナーレ2019・国際芸術祭あいち2022
舞台芸術部門、シアターコモンズ2017～、世界演劇
祭テアター・デア・ヴェルト2023（ドイツ）などのキュ
レーションを行う。25年よりみなと芸術センターm～m
（むーむ）開設準備室プログラム・ディレクター。

満
す
る
空
気
感
を
体
感
し
た
い
か
ら
で

す
。ど
ん
な
人
た
ち
が
そ
の
作
品
の
観

客
席
を
占
め
て
い
る
の
か
、そ
の
作
品

が
成
立
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
社
会
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。そ
も
そ

も
そ
の
劇
場
は
な
ぜ
そ
こ
に
あ
り
、ど

ん
な
歴
史
や
記
憶
を
刻
ん
で
き
た
の

か
。現
地
に
行
け
ば
、そ
れ
ら
は
ネ
ッ
ト

で
検
索
可
能
な
情
報
と
し
て
で
は
な

く
、自
分
の
身
体
を
媒
介
と
し
た
体
感

や
経
験
と
し
て
理
解
さ
れ
ま
す
。　　

　

近
年
訪
れ
た
劇
場
で
最
も
印
象
深

か
っ
た
の
は
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
首
都

タ
シ
ケ
ン
ト
に
あ
る
国
立
ナ
ヴ
ォ
イ
劇

場
で
す
。ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
文
化
の
象

徴
と
崇
め
ら
れ
る
15
世
紀
の
詩
人
・
思
想

家
ア
リ
シ
ェ
ル
・
ナ
ヴ
ォ
イ
の
名
を
冠

す
る
同
劇
場
は
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
が

旧
ソ
ビ
エ
ト
の
一
部
で
あ
っ
た
1
9
4
7

年
に
開
館
し
ま
し
た
。そ
の
建
設
に
は

終
戦
後
ソ
連
か
ら
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に

送
ら
れ
た
日
本
人
捕
虜
た
ち
が
携
わ
っ

て
い
た
、と
い
う
史
実
を
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
聞
い

た
私
は
、何
か
に
突
き
動
か
さ
れ
る

よ
う
に
現
地
へ
の
旅
を
企
画
し
ま
し
た
。

2
0
2
4
年
8
月
に
訪
れ
た
ナ
ヴ
ォ
イ

劇
場
の
外
壁
に
は
、確
か
に
建
設
に
携

わ
っ
た
日
本
人
捕
虜
た
ち
の
功
績
を
讃

え
る
碑
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。劇
場

の
内
部
は
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
各
地
に
伝

わ
る
伝
統
的
な
工
芸
意
匠
を
取
り
入

れ
た
壮
麗
な
内
装
で
満
た
さ
れ
、宇
宙

的
と
も
言
え
る
装
飾
紋
様
の
無
限
の

広
が
り
に
満
た
さ
れ
て
い
ま
し
た
。開

館
当
時
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
の
一
部
で
し
た
が
、も
と
も
と

イ
ス
ラ
ー
ム
化
す
る
以
前
か
ら
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
主
要
拠
点
で
東
西
を
繋
い
で

い
た
同
地
に
は
複
数
の
宗
教
的
、民
族

的
、文
化
的
な
レ
イ
ヤ
ー
が
織
り
重

な
っ
て
お
り
、そ
う
し
た
複
数
の
時
間

か
ら
集
ま
る
複
数
の
声
が
静
か
に
囁
き

合
う
よ
う
な
神
秘
的
な
空
間
に
、私
は

深
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。

　

劇
場
は
、そ
の
ギ
リ
シ
ャ
語
の
語
源

テ
ア
ト
ロ
ン
が「
見
る
場
所
」を
示
す
と

お
り
、舞
台
の
上
で
展
開
さ
れ
る
上
演

を
見
る
場
所
、と
定
義
さ
れ
ま
す
。そ

し
て
そ
の
舞
台
上
で
は
、異
な
る
時

代
、異
な
る
場
所
、異
な
る
人
々
の
出

来
事
が
あ
た
か
も
現
実
で
あ
る
か
の
よ

う
に
演
じ
ら
れ
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
フ

レ
ー
ム
が
機
能
し
、観
客
は
そ
れ
の
前

提
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。劇
場
は
こ

の
よ
う
な
意
味
で
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
生
成

装
置
で
あ
る
わ
け
で
す
が
、実
は
も
う

一
つ
の
機
能
、記
憶
保
存
装
置
と
し
て

の
機
能
も
極
め
て
重
要
な
も
の
で
す
。

そ
も
そ
も
誰
が
そ
こ
に
劇
場
を
作
っ
た

の
か
、な
ぜ
そ
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
な
の

か
、そ
の
社
会
が
そ
の
時
代
に
ど
ん
な

戯
曲
を
上
演
し
て
き
た
か
、ど
ん
な
俳

優
が
ど
の
よ
う
な
演
技
で
観
客
を
魅

了
し
て
き
た
か
、そ
こ
に
は
時
代
の
歴

史
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。劇
場
は

つ
ま
り
、舞
台
を
見
る
だ
け
で
は
な
く

歴
史
や
記
憶
と
出
会
う
旅
の
目
的
地

で
あ
る
と
同
時
に
、そ
こ
か
ら
始
ま
る

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
旅
の
出
発
点
で
も
あ

る
。劇
場
を
旅
の
目
的
地
／
出
発
点
と

し
て
捉
え
直
す
と
、私
た
ち
は
劇
場
に

対
し
て
も
っ
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
か
つ
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
身
振
り
を
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ

の
時
、劇
場
は「
見
る
場
所
」か
ら
、私

た
ち
の
身
体
的
な
記
憶
と
結
び
つ
い
た

「
記
憶
の
器
」と
な
る
は
ず
で
す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
、「
劇
場
と

旅
」を
テ
ー
マ
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
活
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。劇
場
は
扉
の
よ
う
に
、異
な
る
時

代
、異
な
る
空
間
、異
な
る
他
者
へ
と

開
か
れ
た
旅
の
目
的
地
／
出
発
点
で

あ
る
。そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
実
装

す
る
劇
場
の
企
画
を
、日
本
は
も
ち
ろ

ん
、ア
ジ
ア
や
世
界
各
地
の
劇
場
や

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
に
考
案
し
、実
装

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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MOR E  T H E AT E R
に関わる

秋山陽

取材は、愛知県美術館と愛知県陶磁美
術館の地方独立行政法人化を記念し、両
館のコレクションを取り合わせた企画「コ
レクション、往来！」にて実施（会期終了）。
左から、入澤、副田、秋山。

当
時
参
加
し
て
い
た
走
泥
社   

の
メ
ン
バ
ー
は
、

陶
業
を
家
業
と
さ
れ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、自
分
に
は
全
く
縁
が
な
く
て
、あ
ら
ゆ
る
点

で
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
と
い
う
か
。「
も
う
、や
き

も
の
は
や
め
よ
う
か
な
」と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ

て
、別
業
種
の
紹
介
さ
れ
た
仕
事
に
就
き
ま
し

た
。施
設
で
は
や
き
も
の
の
時
間
が
あ
り
、「
経

験
者
だ
か
ら
」と
任
さ
れ
ま
し
た
が
、重
度
の
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
授
産
を
目
的
と
す

る
も
の
つ
く
り
を
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。そ
こ

で
、土
と
戯
れ
て
遊
ぶ
時
間
に
し
た
ら
、子
ど
も

た
ち
の
土
と
の
関
わ
り
方
は
、私
が
学
ん
で
き
た

も
の
と
は
全
く
違
っ
て
、と
て
も
刺
激
的
で
し

た
。そ
こ
で
、「
一
旦
離
れ
た
や
き
も
の
に
も
う

一
度
関
わ
る
と
し
た
ら
、こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
を
忘
れ
て
、一
か
ら
自
分
な
り
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
見
つ
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
」と
い
う
考
え
に

な
り
、い
ろ
い
ろ
な
土
の
実
験
を
始
め
る
過
程

で
、今
に
つ
な
が
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
見
出
し
て

い
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

（＊）

1
9
4
8
年
に
京
都
で
八
木
一
夫
、鈴
木
治
、山
田
光
ら
が

結
成
し
た
前
衛
陶
芸
家
集
団
。器
と
し
て
の
用
途
や
伝
統
的

な
形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
、陶
に
よ
る
造
形
表
現
を
追
求
し
、

戦
後
日
本
の
陶
芸
に
新
た
な
方
向
性
を
切
り
開
い
た
。

＊


